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第12回 市内の団体や個人を紹介します。

新しい漁師スタイル模索
　小友町の三浦尚子さん（32歳）は市内で
水産業事業者を手伝いながら、自身でワカ
メを使ったシャンプーの開発を手掛け、養
殖業も営んでいます。神奈川県出身で東日
本大震災をきっかけに陸前高田と巡り合い、
今では地域に溶け込みながら新しい漁師ス
タイルを模索しています。「海」を軸に生き
る三浦さんから話を聞きました。
　　　　　　　　 (担当・木村聡、伊勢純）

　大学生だった平成25年に傾聴ボランティア
として初めて陸前高田を訪れました。もっと関
わりたい、もっと過ごしてみたい、という気持
ちで居着いてしまったという感覚です。
　水産業に従事する方々のお手伝いをした時、
大変喜んでもらったことから漁師に興味を持つ
ようになりました。漁業は家族経営といわれま
す。私は単身者ですが、異業種の知人がワカメ
作業を手伝ってくれた時に本当に嬉しく感謝し

たことから、「これが新しい漁業の形なのかも
しれない」と思いました。
　今後は、自分の事業を大きくするというより、
一次産業に取り組みたいと思っている他の人の
手助けもしていきたい。繁忙期をずらせば、互
いに助け合いながら小さな単位でも生産できる。
私が助けてもらったからそう思うのかもしれま
せんね。学生の頃から人の手助けをすることが
ずっと好きなんです。
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